
血渠分画製剤の自給率の推移（供給量バトース）  

注1：遺伝子組換え製剤を含む  

注2：遺伝子組換え製剤を含まず  

l l l l l l l l l  

♯アルブミン製剤   

；．一 免疫グロブリン製剤   

♯血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子  
組換え製剤を含む）  

ゆ血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子  
組換え製剤を含まない）  
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H4．3月  
日赤の献血由来第Ⅷ因子  
製剤の製造・供給開始  
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平成9年以前は年次、平成10年以降は年度  



主な血渠分画製剤の自給率の推移（年度・供給量ベース）  
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自給率100％のもの  

乾燥人フィブリノケサン、血液凝固第Ⅷ因子（血液由来に限る）、乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子（横合体含む）、トロンビン、乾燥濃縮人活性化プロテインC、人ハブトゲロビン  

自給率0％のもの  

インヒビづ卜製剤、乾燥濃縮血液凝固第XⅢ因子、乾燥抗D（Rho）人免疫グロ7．1）ン、抗破傷風人免疫グロブリン、乾燥濃縮人Cトインアクチヘ●q5卜  



アルブミン製剤の供給量と自給率  
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免疫グロブリン製剤の供給量と自給率  

E：：ヨ総供給量  

⊂：コ国内血舞曲来  
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血液凝固第Ⅷ因子製剤の供給量（遺伝子組換え型含む）  

と国内血祭由来製剤の割合  
万単位  

40．000  

⊂：：＝］総供給嵐  

⊂＝コ国内血渠由来  
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（注）遺伝子組換え型を含まない園内血策由来の製剤については、平成6年に国内自給を達成。  



（別紙2〉  

輸血医療の安全性確保のための総合対策  
（フレームワーク）  

腐㌧容   柳眉筈  

・献血者に対する健康管理サービスの充実   日本赤十字社、健康局、老健  
局、労働基準局、社会保険庁、  

・献血制度の仕組みについての普及啓発   日本赤十字社、医薬食品局他  

■ボランティア活動としての献血の周知   日本赤十字社、労働基準局、職  

・少子高齢化を踏まえた採血の在り方の検討   医薬食品局  

・採血により献血者に生じた健康被害の救済の在り方の検討   医薬食品局、日本赤十字社   

検査目的献血の防止  

一呼 容   腰傍部局筈  
・無料匿名の検査体制の充実   健康局、医薬食品局、日本赤十  

・検査目的献血の危険性の周知   医薬食品局、日本赤十字社、健  

・献血血液におけるHIV，HBV，HCV検査結果の取扱いの検討  医薬食品局、日本赤十字社  

・献血者の本人確認の徹底   日本赤十字社  

・献血者手帳の汀化の推進   日本赤十字社  

・問診医の一層の資質向上（臨床研修必修化への対応を含む。）  日本赤十字社  

・複数回献血者の確保   日本赤十字社、医薬食品局   

血液製剤に係る検査・製造体制等の充実  

虜容   脚筈  

・日本赤十字社における安全対策の確実な実施（8項目）   日本赤十字社  

・各種安全対策の推進に伴う日本赤十字社における血液事業の  日本赤十字社  

体制の強化  

・nOn－エンベロープ・ウイルス対策等（不活化を除く。）   日本赤十字社 

医療現場における適正使用等の推進  

J呼 容   厨係部局筈  
・輸血医療を行う医療機関における適正使用及び安全管理に必要  医薬食品局、医政局、保険局  
な体制整備の充実・促進についての検討  

・適正使用ガイドラインの見直し   医薬食品局  

■輸血医療に係るマネジメントガイドライン（仮称）の策定   医薬食品局  

■血液製剤の棲準的使用等の調査と結果公表   医薬食品局、統計情報部  

・輸血療法委員会の設置及び活用の推進に関する検討   医薬食品局、保険局   

輸血後感染症対策の推進   

周密  原像王敢唇筈   

・輸血後感染症発生調査の実施  日本赤十字社、医薬食品局   

・輸血前後の感染症マーカー検査の在り方についての検討  医薬食品局、保険局   

■感染事故発生時の迅速な情報収集と予防対策  医薬食品局、医政局   

・遡及調査の在り方に関する検討  日本赤十字社、医薬食品局   

・生物由来製品による感染被害の救済制度の創設  医薬食品局  




